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作
業
性
・
安
定
性
ア
ッ
プ

省
エ
ネ
改
良
型
と
し
て
注
目

道
北
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
沿
岸
の
猿
払
村
漁
協
で
こ
の
ほ
ど
ホ
タ
テ
け
た
引
船
東

六
十
八
幸
進
払
（
ア
ル
ミ
、
1
4
ト
ン
）
が
竣
工
、
操
業
を
始
め
た
。
鐙
久
夫
さ
ん
と
高

橋
光
洋
さ
ん
の
2
人
が
共
同
船
主
。
㈱
ケ
ー
ヤ
ー
ド
末
社
・
宮
城
県
気
仙
沼
市

藤
木
雅
之
社
巷
根
室
花
咲
工
場
で
建
造
し
た
。
鐙
さ
ん
が
感
払
第
1
号
野
で

あ
る
先
代
船
東
六
十
五
幸
進
み
を
ケ
ー
ヤ
ー
ド
で
造
っ
て
か
ら
は
駕
同
社
が

猿
払
で
1
7
隻
を
新
造
し
、
一
巡
し
た
節
目
で
2
代
目
の
章
進
皐
が
誕
生
し
た
。

知
来
別
で
は
最
新
鋭

船
首
パ
ル
バ
ス
洗
練

初
代
船
を
フ
ル
モ
デ
ル

チ
ェ
ン
ジ
。
作
業
効
率
と
安

定
性
を
高
め
る
と
と
も
に
、

省
エ
ネ
改
良
型
と
し
て
注
目

さ
れ
て
い
る
。
建
造
費
は
約

1
億
3
5
0
0
万
円

主
機
は
三
菱
重
工
製
で
敷

島
機
器
㈱
が
納
め
ち
シ
ャ

フ
ト
、
ベ
ラ
は
㈱
高
揮
製
作

所
　
ベ
ラ
、
ベ
ッ
カ
ー
ラ
ダ

ー
は
ナ
カ
シ
マ
ミ
ツ
ワ
プ
ロ

ペ
ラ
嘩
操
舵
機
は
マ
ロ
ー

ル
嘩
油
圧
機
器
は
㈱
佐
藤

鉄
工
所
発
電
機
・
低
周
波

は
加
藤
電
気
嘩
ポ
ン
プ
額

配
電
盤
は
㈲
佐
藤
電
機
工
業

が
請
け
た
。

全
長
2
4
・
5
坑
全
幅
5

・
2
5
㍍
で
積
載
能
力
は
約
2
5

ト
ン
。
船
頭
を
務
め
る
高
橋
共

同
船
主
の
要
望
で
全
長
を
0

・
5
㍍
伸
ば
し
、
船
首
パ
ル

バ
ス
バ
ウ
が
洗
練
さ
れ
た
ス

タ
イ
ル
と
な
っ
た
。

5
月
2
9
玖
花
咲
で
進
水

式
を
執
り
行
い
、
同
3
1
日
に

出
確
〉
浜
猿
払
に
一
時
接
岸

し
い
船
で
ホ
タ
テ
を
水
揚
げ
す
る
高
橋
光
洋
共
同
船
主

簡
　
4
日
に
知
来
別
漁
港
に

勇
姿
を
現
し
、
船
主
家
族
ら

関
係
者
の
出
迎
え
を
受
け
ち

翌
日
に
は
本
操
業
の
船
団
に

加
わ
り
、
順
調
な
水
揚
げ
を

続
け
て
い
る
。

東
日
本
大
震
災
で
本
社
が

全
壊
し
た
ケ
ー
ヤ
ー
ド
が
、

花
咲
に
工
場
を
移
転
し
て
か

ら
2
年
3
カ
民
持
ち
前
の

技
術
と
経
験
を
生
か
し
て
造

っ
た
「
猿
払
1
8
隻
月
で
、

被
災
を
乗
り
越
え
新
時
代
を

切
り
開
こ
う
と
し
て
い
る
。

共
同
船
主
の
鎧
久
夫
さ
ん

の
話
　
木
船
か
ら
F
R
P
喝

ア
ル
ミ
船
と
進
化
を
遂
げ

こ
れ
が
9
隻
弓
　
こ
の
新
造

船
は
ホ
タ
テ
の
積
み
込
み
な

ど
作
業
が
楽
。
知
来
別
で
は

最
新
鋭
船
だ
共
同
船
主
の

高
橋
さ
ん
は
、
自
身
初
の
船

頭
を
こ
の
船
で
務
め
る
。
彼

の
息
子
も
同
乗
し
て
お
り
、

い
ず
れ
後
を
継
ぐ
と
期
待
し

て
い
る
。
藤
木
雅
之
・
ケ
ー
ヤ
ー
ド

社
長
の
話
　
建
造
中
、
高
橋

共
同
船
主
船
頭
に
は
漁
期
中

に
も
か
か
わ
ら
ず
長
い
道
の

り
を
根
室
ま
で
何
度
も
来
て

い
た
だ
き
「
い
い
船
に
し
た

い
」
と
い
う
強
い
気
持
ち
が

伝
わ
っ
た
。
社
員
全
員
で
そ

れ
を
受
け
止
め
、
力
を
合
わ

せ
て
建
造
し
た
。
心
か
ら
感

謝
し
て
い
る
。

近
年
な
い
高
歩
留
ま
り

猿
払
村
漁
協
の
ホ
タ
テ
漁

が
好
調
近
年
に
な
い
高
歩

留
ま
り
で
浜
は
活
気
づ
い
て

い
る
。
1
3
日
現
在
の
累
計
水

揚
数
量
は
1
万
3
2
7
2
ト
ン

藻
場
造
成
分
含
む
）
で
、

昨
年
を
3
5
・
5
％
上
回
っ
て

いる。こ
こ
数
年
続
い
て
い
た
小

型
化
傾
向
が
一
転
ア
ソ
ー

ト
も
良
く
、
貝
柱
歩
留
ま
り

は
1
5
％
程
度
ま
で
上
昇
し
て

い
る
。
餌
が
豊
富
な
た
め
成

長
が
加
速
し
た
と
み
ら
れ
て

いる。木
村
幸
栄
専
務
は
「
例
年

歩
留
ま
り
が
悪
か
っ
た
が
、

今
期
は
海
水
温
が
4
～
5
度

と
低
か
っ
た
せ
い
か
ホ
タ
テ

が
あ
ま
り
動
か
な
か
っ
た
よ

う
だ
〉
　
1
日
5
～
7
回
は
口

を
開
け
て
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト

ン
を
摂
り
全
体
に
栄
養
分
が

回
っ
た
の
だ
ろ
う
。
グ
リ
コ

ー
ゲ
ン
量
が
多
く
歩
留
ま
り

が
上
が
っ
た
よ
う
だ
と
話

す。
昨
冬
は
降
雪
量
が
多
く
、

海
中
の
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン

大
量
発
生
に
つ
な
が
っ
た
と

い
う
見
方
も
あ
る
が
、
歩
留

ま
り
と
の
関
係
は
は
っ
き
り

し
て
い
な
い
。

漁
は
1
1
月
末
ま
で
続
く
。

3
4
隻
が
浜
鬼
志
別
と
知
来
別

の
両
漁
港
に
水
揚
げ
す
る
。

今
年
は
昨
年
の
4
万
3
千
ト
ン

を
上
回
る
4
万
5
千
ト
ン
を
計

画
し
て
い
る
。


